
　株式会社アイドマ・ホールディングスのグループ
会社である、株式会社meet inは、2017年11月よ
り埼玉県さいたま市与野本町にキッズスペース付
きコールセンター『ママワークスペース』を運営し
ています。同社では、更なる潜在労働力の活用を目
指し、地方自治体の協力も視野に全国各地へ『マ
マワークスペース』を拡大することで、労働力人口
減少問題や待機児童問題を解決し、社会に貢献し
ていきたいと考えています。 
　『ママワークスペース』は、子連れ出社可能、自由
度の高いシフト制度など、ママの働きやすさを追
求した結果、定着率、生産性ともに高い組織へと
成長しています。

株式会社meet in（埼玉県さいたま市与野本町）

NPO法人フードバンクふじのくに（静岡県静岡市）

永田町の参議院会館にて

　競艇場「ボートレース戸田」は、生後6カ月から
12歳までの子供向け屋内遊具施設「BOAT KIDS 
PARK モーヴィ戸田」を2019年2月にオープンし
ました。教育玩具・遊具の輸入や開発などを手が
けるボーネルンド（東京・渋谷）と連携した施設で
す。
　遊び場は子育ての場としてボートレース場を有
効活用し、地域社会に貢献するのが目的で、施設
面積955平方メートルに、「ベビーゾーン」「アク
ティブゾーン」「アウトドアゾーン」「チャレンジゾー
ン」の４つに分けることで、子供の年齢や発育に合
わせて遊ぶことができます。総工費は約1億2千万
円。
　営業日はボートレース戸田の開場日で、毎月20
日間前後。利用料は300円。平日は時間無制限で
利用できるが、土日と祝日は70分の入れ替え制と

　2019年4月に埼玉県で3校目となる公立中高
一貫校である、さいたま市立大宮国際中等教育学
校が開校しました。同校では、グローバル人材の
育成を目指し、Grit（やり抜く力）、Growth（成長し
続ける力）、Global（世界に視野を広げる力）の
「3G」を校訓として掲げています。現在、国際バカ

戸田競艇企業団（埼玉県戸田市戸田公園）

さいたま市立大宮国際中等教育学校
（埼玉県さいたま市大宮区）

なっています。
ボートレース戸田の2017年度の売上高は13年
度比で15%増の510億円だが、来場者数は74万
人で19万人減。ネット投票の普及で舟券の販売
は伸びているが、来場者が減っているため。新施設
でレースを趣味としない家族客らの呼び込みを
狙っています。

　フードバンクとは、まだ食べられるのに様々な理
由で処分されてしまう食料等を企業や個人から提
供してもらい、福祉施設、支援団体、そして相談窓
口などを通じて食べ物に困っている方へ食料を届
ける活動のことです。静岡県内ではNPO法人
「フードバンクふじのくに」が先頭に立ってこの活
動に取り組んでいます。

　嘉田由紀子参議院議員のご協力による勉強会
が開催されました。

　環境省の方に下記のお話しをお聞きしました。

「生態系に配慮した防災・減災（Eco-DRR）につい
て」（環境省自然環境局自然環境計画課）

「2050年二酸化炭素排出量削減実質ゼロに向け
ての国の取組について」（環境省大臣官房環境計
画課）

ロレア（IB）の11～16歳を対象とする中等教育プ
ログラム（MYP）候補校で、認定されれば首都圏
の公立中高一貫校としては初めてのIB校となる見
込みです。2020年の認定を目指し、その後は大学
進学のためのディプロマプログラム（DP）認定を
申請する予定です。滋賀県では、海外大学の入学
資格を得られる世界水準の教育プログラムを行う
「国際バカロレア（ＩＢ）校」に、県立虎姫高等学校
が認定されています。

2020年1月29日から31日県 議 団 県 外 視 察 研 修
チームしが




